
 

 

愛知県立小牧特別支援学校（肢体不自由・知的障害）        R8.4.1改訂 

 

１ 学校概要 

設置部・設置学科 小学部・中学部・高等部 

特色ある取組 

 肢体不自由児と知的障害児が同じ学校で学ぶ知肢併置の特別支援学校です。障害種は異

なっても、交流や合同学習などをとおして、個を大切にしながらもお互いを認め合い、集

団での活動経験を自立につなげていきます。また、授業の中で情報機器を積極的に活用し

ており、DXハイスクール事業にも取り組んでいます。 

地域とのつながり・地域での役割 

 近隣の小・中・高等学校と学校間交流を行っていて、互いの学校を行き来した授業交流等を実施し

ています。また、就学前や小中学校在学中のお子さんの保護者や関係職員を対象とした相談活動に取

り組むなど、地域のセンター的役割を担っています。授業では、買い物学習や施設見学、公共交通機

関を利用した校外学習に取り組んでいます。地域の資源を活用した学習に積極的に取り組むことで、

障害者の地域参加を促進する役割を担っています。 

高等部卒業生の主な進路 

＜進学＞大学等  ＜一般就労＞一般企業、公務員等  ＜福祉就労＞就労継続支援、生活介護等 

進路については、一人一人の興味・関心や適性を十分に考慮しながら本人、保護者、関係諸機関と

連携して進めています。 

一言アピール  

 創立５０年目を迎える令和８年度から、個を大切にする今までの理念をそのままに、肢体不自由教

育部門と知的障害教育部門を併置した一つの学校として新たに出発します。互いの教育部門が連携し

て専門性を発揮し、児童生徒の多様な障害に応じた質の高い学びを支えます。児童生徒一人一人に寄

り添い、それぞれの伸びる力に応じたきめ細やかな指導を行うことで、自立や社会参加を目指す児童

生徒を育成します。 

２ スクール・ポリシー 

このような幼児児童生徒の育成を目指します 

 一人一人を大切にすることで能力や特性を伸ばし、人や社会との関わりの中で自分らしく生き抜く

力を育てます。 

＜小学部＞ 

学びや遊びを通して、自分や友達の良さに気付き、仲間との関わりを楽しむことができる児童を育

成します。 

＜中学部＞ 

協働的な学びや体験学習を通して、自分や友達をよく知り、特技や魅力を生かすことができる生徒

を育成します。 

＜高等部＞ 

卒業後に必要な学力や職業観、余暇を充実させる学びを通して、社会で主体的に行動することがで

きる生徒を育成します。 

このように学びます 

○小学部では、周りの人たちとのコミュニケーションや関わりを通して、体験的に学びます。 

○中学部では、社会とのつながりを意識した学習活動を通して、体験的、協働的に学びます。 

○高等部では、実社会で主体的に行動する力を体験的、協働的、探究的に学びます。 

 


